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第 1章 研究の目的と方法 
 





























































































































































  ・正確な計算の後に，得られた答えの妥当性の検証のため． 






















３４７×６  のおおよその答えはいくつですか？ 


















































































































































































































































































































の指導を例にして述べている．   
 












角A 30 45 60 70 







になる．角Aが 30°なら角Cは 60°，角Aが 45°になったら角Cは 45°，と
いうように順番にいくつかの角を実際にかいて調べてみる（図 3－1）． 
   ここまできて初めて，角の和に着目するというアイディアがはっきりしてくる．
もっとも，3つ，4つといくつかの三角形について調べただけでは，帰納的な方法
による結論ということで，それがいつでも言えるかどうかは分からない． 













          B                 C   
図 3－2 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 5章 新たな計算の確かめ方の提案 
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  23×34＝782      20×30＝600 
              答えはおおよそ 600くらいになりそうだ． 





































   241÷42＝5あまり 31     240÷40＝6 




















































































































































を抽出した．第 4学年 2名に乗法の問題を，もう 2名に除法の問題を行う． 
 
6.1.3 調査方法 










































































①29＋32＝61    ○ 
（30＋31＝61） 
②542＋38＝570   580 
（540＋40＝580） 









①27＋98＝125     ○ 
（25＋100＝125） 
②154＋237＝381    391 
（151＋240＝391） 
③2499＋1336＝3735  3835 
（2500＋1335＝3835） 
 







①59＋13＝72    ○ 
（60＋12＝72） 











































①56－19＝37    ○ 
（57－20＝37） 
②103－67＝46   36 
（106－70＝36） 










①151－99＝62     52 
（152－100＝52） 
②800－193＝707    607 
（807－200＝707） 









①64－29＝35         ○ 
（65－30＝35） 
②173－98＝85    75 
（175－100＝75） 











































①303×5＝1515    ○ 
（300×5＝1500） 
②600×89＝53400   ○ 
（600×90＝54000） 










①19×50＝95     ×(950) 
（20×50＝1000） 
②150×32＝750    ×(4800) 
（150×30＝4500） 










①38×20＝76      ×(760) 
（40×20＝800） 
②400×71＝2840   ×(28400) 
（400×70＝28000） 











































①79÷4＝19あまり 3      ○ 
（80÷4＝20） 
②836÷38＝222     ×(22) 
（840÷40＝21） 
③9644÷28＝34あまり 12  
×(344あまり12) 









①237÷3＝179    ×(79) 
（240÷3＝80） 
②628÷67＝9あまり 25   ○ 
（630÷70＝9） 










①436÷4＝19      ×(109) 
（440÷4＝110） 
②347÷48＝7あまり 11  ○ 
（350÷50＝7） 








































＜表 6－1 加法の調査の結果＞ 




















































①59＋13＝72 ⇒ ○ 
 60＋13＝73(筆算) →    
60＋12＝72(筆算) 
②431＋69＝490 ⇒ 500  
430＋70＝500(筆算) 









①59＋13＝72 ⇒ ○ 
(暗算) 
②431＋69＝490 ⇒ 500  
(暗算) 
③1498＋6445＝7943 ⇒ ○  
























































＜表 6－2 減法の調査の結果＞ 







































































































































＜表 6－3 乗法の調査の結果＞ 































①38×20＝76 ⇒ ×     
40×20＝800(暗算) 
②400×71＝2840 ⇒ ×  
400×71＝28400(筆算) → 
400×70＝28070(筆算) 










①38×20＝76 ⇒ ×     
40，20とメモ (暗算) 
②400×71＝2840 ⇒ ×  
400，70とメモ(暗算)  










































＜表 6－4 除法の調査の結果＞ 










































①436÷4＝19 ⇒×     
440÷4＝110(筆算) 
②347÷48＝7あまり 11 ⇒○  
350，50とメモ(暗算) 











①436÷4＝19 ⇒×     
440÷4＝110(暗算) 
②347÷48＝7あまり 11 ⇒○ 
 450÷50＝9(暗算) →  
350÷50＝7(暗算) 
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